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特集
令和４年度 山添村の予算

元気で、夢や生き甲斐が持て、安心して暮らせる村をめざして！



　
予
算
額
は
30
億
９
千
５
百
万
円
、

前
年
と
比
較
し
て
２
億
５
千
３
百

万
円
、
７
・
６
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
事
業
、
移
住
促
進
事
業
、

地
方
創
生
推
進
事
業
、
こ
ど
も
園

設
計
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接

種
事
業
、
農
地
保
全
継
続
事
業
、

文
化
財
保
存
事
業
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
予
算
の
使
用
す

る
用
途
を
限
定
し
、
一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
会
計
を

行
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
予
算
合
計
額
は
24

億
７
千
３
百
15
万
円
、
前
年
と
比

較
し
て
３
億
４
千
７
百
51
万
円
、

16
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
で
は
、
医
療
充
実
の

た
め
に
診
療
所
の
設
備
整
備
、
簡

易
水
道
施
設
で
老
朽
化
し
て
い
る

水
道
管
の
更
新
工
事
費
な
ど
を
昨

年
度
に
引
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

令和４年度
山添村の予算

　３月に開会された村議会定例会で、
令和４年度の予算が可決されました。
「やまぞえ未来創生計画」に基づいて
事業を実施していきます。
　限られた財源をどのように活かして
いくのか、その概要をお知らせします。

問  総務課

55 億 6,815 万円（前年比：１.７％）

一般会計
特別会計合計

30億9,500万円（前年比：△7.6％）
24億7,315万円（前年比： 16.3％）

■
予
算
の
概
要

▼
一
般
会
計

▼
特
別
会
計
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一般会計歳入

一般会計 （性質別）歳出

村税
4億1,427万円
（13.4％）

地方交付税・各種交付金
17億5,143万円
（56.6％）

人件費
8億3,196万円
（26.9％）

物件費
6億1,739万円
（19.9％）

扶助費
1億8,696万円
（6.0％）

補助費等
3億9,019万円
（12.6％）

公債費
2億3,641万円
（7.6％）

繰出費
5億2,833万円
（17.1％）

普通建設事業費
2億2,662万円
（7.3％）

災害復旧事業費
601万円
（0.2％）

その他
7,113万円
（2.3％）

国・県支出金
4億644万円
（13.1％）

分担金・負担金
2,658万円
（0.9％）

繰入金
1億40万円
（3.2％）

繰越金
7,000万円
（2.3％）

村債
1億1,490万円
（7.3％）

その他
2億1,098万円
（6.8％）
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新
年
度
の
予
算
総
額
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

あ
わ
せ
て
、
55
億
６
千
８
百
15
万
円
で
前
年
度
対
比

１
．
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
ま

し
て
、「
認
定
こ
ど
も
園
の
設
計
費
」
が
あ
り
ま
す
。

前
村
長
様
か
ら
の
引
継
ぎ
で
あ
っ
た
保
育
園
の
統

合
・
認
定
こ
ど
も
園
化
に
む
け
て
、
い
よ
い
よ
具
体

的
に
進
め
る
段
階
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
、

保
護
者
説
明
会
や
地
域
説
明
会
を
開
か
せ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
ご
質
問
・
ご
意
見
・
ご
要
望
を
頂
き
ま

し
た
。今
後
、令
和
６
年
度
４
月
開
園
に
向
け
、設
計
・

建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。先
ず
は
、保
護
者・村
民
・

行
政
等
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
建
設
委
員
会
を
設
置

し
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
ど
も
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
し
、

設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
予
算
で
す
。
私
の
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
各
戸
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

安
全
・
安
心
・
便
利
な
く
ら
し
を
目
指
す
構
想
が
あ

り
ま
す
。
現
に
国
も
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
全
国
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
本
村
で
は
、
先

ず
防
災
行
政
ア
プ
リ
の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

村
か
ら
の
情
報
発
信
は
、Ｈ
Ｐ
、
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

新
聞
折
込
、
広
報
や
ま
ぞ
え
、
防
災
無
線
等
に
限
ら

れ
、
一
方
通
行
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
ア
プ
リ
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
村
か
ら
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
が
で
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
も
ご
自
分
の
ス
マ
ホ
か

ら
申
請
や
登
録
、
情
報
収
集
が
で
き
る
と
い
う
、
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
の
安
全
・
便
利
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
現
在
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
、
相
談
窓
口
な
ど
も
設
け
る
予

定
で
す
。

　
更
に
、
社
会
科
副
読
本
作
成
の
予
算
も
計
上
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
で
す
。

村
民
に
山
添
村
の
こ
と
を
知
り
、
学
び
、
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
の
資
料
と
し
て
作
成
中
で
す
。先
ず
は
、

学
校
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
小
学
校
３
・
４
年
生
向

け
の
本
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
配
布
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
副

読
本
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
順
次
進
め
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
全
村
民
向
け
に
デ
ジ
タ
ル
本
を

作
成
し
ま
す
。「
村
を
愛
し
、
村
を
誇
り
に
思
え
、

村
を
自
慢
で
き
る
。」
全
村
民
が
そ
う
な
れ
ば
良
い

で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
は
、新
し
く
立
ち
上
げ
た
「
総
合
政
策
課
」

で
進
め
て
い
き
ま
す
。
説
明
が
、
あ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
新
し
く
「
総
合
政
策
課
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
重
要
施
策
や
村
長
特
命
事
項

を
今
ま
で
以
上
に
能
率
よ
く
進
め
る
た
め
に
設
け
た

課
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
の
観
光
化
に
も
重
点
を
置
き
ま
す
。
神

野
山
に
関
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
や

現
存
す
る
施
設
の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
く
と
と
も

に
、
村
内
に
点
在
す
る
大
川
、
毛
原
廃
寺
跡
の
史
跡

や
仏
像
の
発
掘
・
整
理
を
し
、
令
和
４
年
度
、
そ
の

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
花
香
房
を
観
光
・
移
住
・
空
き
家
対
策

の
窓
口
と
し
て
の
有
効
活
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
簡
易
水
道
に
関
し
て
で
す
。
令
和
元
年

度
か
ら
老
朽
化
し
た
管
路
の
布
設
替
え
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、令
和
４
年
度
は
、的
野・桐
山
、遅
瀬
、

広
瀬
地
区
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
切
幡
地

区
の
設
計
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
近
隣
住
民
の
皆
さ

ま
に
は
、工
事
中
は
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
に
も
教
育
・
保
健
・
農
林
等
、
様
々
な

面
で
予
算
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
何
れ
に
い
た
し

ま
し
て
も
、村
民
の
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
手
を
携
え
、

「
元
気
で
夢
や
生
き
甲
斐
を
持
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
予
算
と

　
　
　

所
信
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

※地籍調査事業については、令和３年度繰越分7,506万円と合わせると、実質8,599万円となります。

山
添
村
長
　
野
村
栄
作
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議　会
だより 令和４年　第１回

山添村議会定例会の結果
第１回定例会を、３月８日から３月２２日まで１５日間の会期で開きました。
条例の制定、一部改正、廃止、規約の変更、人事案件、令和３年度補正予算及び令
和４年度予算、議員発議の意見書１件が提出され、採決の結果、全件可決・同意・
選出されました。また請願１件については、不採択となりました。その概要を要約
してお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　   議会事務局（総務課内）

提
出
議
案
と
そ
の
審
議
内
容

　
　
　
　
【　
　
条　
例　
　
】

▼
山
添
村
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
が
施
行
さ

れ
デ
ジ
タ
ル
化
が
国
家
構
想
と
し
て
推
し

進
め
ら
れ
る
中
、
本
村
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
事
業
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め

の
基
金
を
設
置
す
る
た
め
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
本
条
例
の
趣
旨
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政

の
効
率
化
が
目
的
で
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
地
方
自
治
の
侵
害
な
ど
の
問
題
が

懸
念
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

住
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
向
上
に
つ
な
げ
る

よ
う
意
見
し
、
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対

す
る
需
要
が
大
き
く
高
ま
る
中
で
、
本
村

に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
次

世
代
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
施
策
の

推
進
と
財
源
の
確
保
が
必
須
で
あ
り
、
評

価
し
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な

デ
ジ
タ
ル
化
が
村
民
の
利
益
に
な
る
の
か

議
論
を
し
て
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す

る
必
要
を
指
摘
す
る
。
ま
た
経
済
的
な
理

由
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ

な
い
方
へ
の
対
応
も
併
せ
て
要
望
す
る
。

▼
山
添
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
総
合
計
画
、地
方
創
生
、定
住
自
立
圏
、

重
要
施
策
の
総
合
調
整
、
村
長
特
命
事
項

を
所
管
す
る
、
総
合
政
策
課
を
新
た
に
設

置
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

　
村
の
内
部
組
織
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
必
要
に
応
じ
て
事
務
、
事
業
の
効
率
的

な
運
営
を
す
べ
く
機
構
改
革
を
行
い
、
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

　
し
か
し
、
課
の
設
置
を
先
行
し
た
こ
と

に
よ
り
、
各
課
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
迅

速
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
て
い
な
い

と
の
指
摘
も
あ
り
、
果
た
し
て
役
場
組
織

の
強
化
に
つ
な
が
る
か
疑
問
を
感
じ
る
。

今
後
は
慎
重
な
判
断
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
国
家
公
務
員
に
係
る
妊
娠
・
出
産
・
育

児
等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
の
改
正

が
行
わ
れ
た
た
め
、
本
村
に
お
い
て
も
整

合
を
図
る
よ
う
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
山
添
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
可
決
）

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
が
行
わ
れ
た
た
め
、
本
村
に
お

い
て
も
整
合
を
図
る
よ
う
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

※

前
記
予
算
３
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
括

し
て
審
議
。

▼
山
添
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
令
和
４
年
度
の
納
付
額
算
出
の
税
率
及

び
均
等
割
、
平
等
割
の
改
正
が
な
さ
れ
た

た
め
、
本
村
に
お
い
て
も
整
合
を
図
る
よ

う
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
村
民
の
く
ら
し
が
深
刻
な
状
況
の

中
、
令
和
４
年
度
も
引
続
い
て
国
保
税
が

引
上
げ
ら
れ
る
。
国
保
基
金
の
取
崩
し
や

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
も
含
め
、
国
保
税

の
住
民
負
担
軽
減
を
求
め
る
こ
と
を
要
望

し
、
反
対
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
西　
忠
護　
議
員

　
今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
県
か
ら
示
さ

れ
た
納
付
額
に
見
合
う
税
率
と
な
る
よ
う

条
例
を
改
定
し
、
激
変
緩
和
措
置
に
よ
り

住
民
負
担
を
可
能
な
限
り
抑
え
た
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
加
入
世
帯
の
未
就
学
児
に
係
る

均
等
割
の
軽
減
措
置
な
ど
の
低
所
得
者
の

措
置
の
改
正
も
提
案
さ
れ
て
お
り
、
賛
成

す
る
。
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▼
山
添
村
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

　
給
食
セ
ン
タ
ー
新
設
に
伴
い
、
所
在
地
番

を
変
更
す
る
た
め
、
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
国
に
お
い
て
上
位
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
国
の
基
準
と
の
整
合
を
保
つ

た
め
本
村
に
お
い
て
も
整
合
を
図
る
よ
う

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

　
国
に
お
い
て
上
位
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
国
の
基
準
と
の
整
合
を
保
つ

た
め
本
村
に
お
い
て
も
整
合
を
図
る
よ
う

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
生
涯
学
習
施
設
設
置
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
生
涯
学
習
施
設
と
い
う
枠
組
み
を
取
除

き
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
よ
り

幅
広
い
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
条
例

の
廃
止
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
【　
　
補
正
予
算　
　
】

▼
令
和
３
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

▼
令
和
３
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
３
年
度
山
添
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
３
年
度
山
添
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
３
年
度
山
添
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

※
前
記
補
正
予
算
５
議
案
に
つ
い
て
は
、

一
括
し
て
審
議
。
10
頁
参
照
。

　
　
　
　
【　
　
予　
算　
　
】

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て（
賛
成
多
数
で
可
決
）

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で

可
決
）

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

▼
令
和
４
年
度
山
添
村
大
和
高
原
北
部
地

区
基
幹
水
利
施
設
管
理
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

※

前
記
予
算
７
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
括

し
て
審
議
。
10
頁
参
照
。

〈
賛
成
・
反
対
討
論
〉　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
総
務
費
に
お
い

て
、
行
政
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

予
算
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
路
線
が
新
設
さ
れ
、
利
便
性
の
確
保

に
繋
が
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
民
生
費

の
社
会
福
祉
費
で
は
、
引
続
き
村
単
独
医

療
費
助
成
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
教
育
費

で
は
、
高
校
へ
の
通
学
費
助
成
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
実
施
の
予
算
が
継
続
で
計

上
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
県
下
で
も

先
進
的
な
施
策
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
評

価
し
、
賛
成
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
で
は
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
県
単
位
化
に
よ
り

６
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年
一
人
あ
た
り
約

３
千
円
の
国
保
税
引
上
げ
が
行
わ
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
深
刻
な
影
響
の

中
、
国
保
税
の
引
上
げ
を
や
め
る
べ
き
と

考
え
反
対
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
で

は
、
後
期
高
齢
者
に
係
る
医
療
費
が
県
内

で
も
低
い
水
準
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

県
全
体
で
保
険
料
が
統
一
さ
れ
て
い
る
た

め
、
過
大
な
住
民
負
担
と
な
っ
て
い
る
た

め
反
対
す
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
第
８
期
介
護
保

険
料
は
、
こ
の
第
７
期
の
保
険
料
を
据
え

置
く
こ
と
に
よ
り
県
内
の
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
中
で

は
、耐
え
難
い
住
民
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
含
め
、
村
民

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
反
対

す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

　
ま
ず
防
災
行
政
ア
プ
リ
に
関
す
る
予
算

が
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
補
正
あ
り
き
の

編
成
に
つ
い
て
は
指
摘
す
る
。
し
か
し
、

一
般
会
計
予
算
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

設
計
費
、観
光
面
で
は
、神
野
山
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
、
史
跡
や
仏
像
の
発
掘

や
整
理
、
運
用
計
画
の
た
め
の
費
用
、
移

住
定
住
関
係
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
教
育
費
に
お
い
て
は
、
来
年
度

に
お
い
て
も
継
続
し
て
小
中
高
校
学
生
及

び
保
護
者
に
対
し
、
幅
広
い
助
成
が
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
他
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
推
進
、
活
力
と
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
な
ど
、
学
校
教
育
の
た
め
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
お
り
評
価
す
る
。

　
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
で
は
、
前
年

度
対
比
51.

４
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
西
部
簡
易
水
道
施
設
の
水
道

管
路
布
設
替
工
事
費
及
び
工
事
施
工
管
理

業
務
、
実
施
設
計
業
務
に
係
る
費
用
で
あ

り
、
水
道
施
設
の
工
事
費
用
が
引
続
き
計

上
さ
れ
て
い
る
。
来
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
引
続
き
村
民
の
た
め
の
施
策
を
お
願
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い
し
、
令
和
４
年
度
予
算
に
対
し
す
べ
て

賛
成
す
る
。

　
　
　
　
【　
　
規　
約　
　
】

▼
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

組
合
の
運
営
に
お
け
る
組
織
体
制
の
見

直
し
に
関
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
、
組
合
規
約
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
【　
　
人　
事　
　
】

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
全
会
一
致

で
同
意
）

▼
池
住　
寿
弘　
氏
〔
中
峰
山
〕

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
適
任
）

▼
辻
元　
壽
香　
氏
〔
箕　
輪
〕

▼
今
本　
俊
二　
氏
〔
広　
瀬
〕

▼
青
葉
山
組
合
議
会
議
員
選
挙
（
全
会
一

致
で
選
出
）

▼
⻆
谷　
良
男　
氏
〔
岩　
屋
〕

▼
益
並　
昇
二　
氏
〔
岩　
屋
〕

▼
山
村　
安
夫　
氏
〔
岩　
屋
〕

▼
川
口　
　
隆　
氏
〔
毛　
原
〕

▼
尾
上　
德
雄　
氏
〔
毛　
原
〕

▼
川
口　
悟
史　
氏
〔
毛　
原
〕

▼
奈
良
県
広
域
消
防
議
会
議
員
の
選
出
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
選
出
）

▼
吉
矢　
義
彦　
氏
〔
伏　
拝
〕

　
　
　
　
【　
　
意
見
書　
　
】

▼
保
育
所
等
の
最
低
基
準
（
職
員
配
置
・

面
積
基
準
）
と
保
育
士
の
抜
本
的
な
処
遇

改
善
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
可
決
）

　
保
育
所
等
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
所
が

求
め
ら
れ
、
業
務
が
増
加
、
職
員
負
担
が

大
き
く
な
り
、
保
育
士
不
足
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
育
所
等
に

お
け
る
密
な
環
境
を
是
正
し
、
感
染
対
策

を
徹
底
、手
厚
い
保
育
を
行
う
た
め
に
も
、

職
員
配
置
・
面
積
基
準
の
改
善
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
【　
　
請　
願　
　
】

▼
馬
尻
山
に
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
に
関
す
る
請
願
に

つ
い
て
（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

１　
県
に
提
出
さ
れ
た
事
前
協
議
書
に
は
、

　
未
だ
代
替
え
水
源
の
指
導
が
記
載
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
村
の
水
道
水
源

　
保
護
条
例
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
り
、

　
速
や
か
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
を
県
に
働

　
き
か
け
る
よ
う
に
、
行
政
に
お
願
い
し

　
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
水
道
水
源
保
護
条
例
と
山
添
村
土
砂

　
等
に
よ
る
土
地
の
埋
め
立
て
等
の
規
制

　
に
関
す
る
条
例
を
適
正
か
つ
確
実
に
運

　
用
し
て
頂
く
よ
う
に
、
行
政
に
お
願
い

　
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３　
ゴ
ル
フ
場
開
発
工
事
を
対
象
と
し
た

　
林
地
開
発
許
可
を
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

　
電
事
業
に
継
承
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う

　
に
、
県
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
行
政
に

　
お
願
い
し
て
頂
き
た
い
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

　
請
願
１
に
つ
い
て
は
、
直
接
知
事
や
村

長
に
請
願
さ
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。
請

願
２
に
つ
い
て
も
、
先
と
同
様
で
、
行
政

が
各
条
例
を
遵
守
す
る
の
は
あ
た
り
前
で

あ
り
、
事
業
者
側
も
条
例
遵
守
す
る
と
聞

き
及
ん
で
い
る
た
め
、
現
時
点
で
議
会
が

行
政
に
対
し
て
意
見
す
る
必
要
は
感
じ
な

い
。
請
願
３
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
各

種
法
令
等
に
反
す
る
事
案
が
あ
り
、
行
政

の
対
応
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実

を
調
査
し
、
指
摘
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

特
段
必
要
が
な
い
と
考
え
る
。
以
上
の
理

由
か
ら
不
採
択
が
適
当
で
あ
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
本
請
願
は
、
関
係
す
る
住
民
の
生
活
に

大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
関
係
大
字
の

代
表
の
方
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
又
請
願

者
か
ら
の
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。
県
に

対
す
る
事
前
協
議
書
の
訂
正
、
条
例
の
適

正
な
運
用
、
ゴ
ル
フ
場
の
林
地
開
発
許
可

を
引
継
が
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
、

地
域
住
民
の
想
い
と
し
て
は
、
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

　
村
や
県
に
対
し
、
議
会
と
し
て
働
き
か

け
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
請
願
の
採
択
に

賛
成
す
る
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
南　
克
典　
議
員

　
当
該
事
業
に
よ
り
、
自
然
・
生
活
環
境

へ
の
影
響
を
懸
念
し
、
強
く
反
対
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
解
す
る
。
た
だ
、

議
会
と
し
て
は
、
地
区
住
民
の
同
意
の
得

ら
れ
な
い
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
は

反
対
の
決
議
を
し
て
お
り
、
採
択
し
た
場

合
、
そ
の
決
議
の
趣
旨
を
変
更
す
る
こ
と

と
な
る
。
新
た
な
方
針
を
示
す
の
な
ら
、

議
会
の
中
で
議
論
を
深
め
、
各
議
員
が
理

解
、
納
得
し
た
上
で
成
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
、
採
択
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
三
宅
正
行　
議
員

　
請
願
１
に
つ
い
て
は
、
当
初
提
出
の
事

前
協
議
書
に
対
す
る
村
指
導
の
代
替
水
源

の
確
保
は
、
条
例
上
不
適
切
で
あ
り
、
県

へ
の
事
前
協
議
書
を
早
急
に
訂
正
す
る
よ

う
、
議
会
か
ら
村
に
促
す
よ
う
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　
請
願
２
に
つ
い
て
は
、
村
の
水
道
水
源

保
護
条
例
と
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
適
切
に
運
用

す
る
た
め
、
議
会
か
ら
村
に
促
す
よ
う
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
請
願
３
に
つ
い
て
は
、
林
地
開
発
許
可

が
下
り
て
お
り
、
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
が
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
開
発
に
承
継
さ
れ
な

い
こ
と
を
住
民
は
望
ん
で
お
り
、
村
か
ら

県
に
働
き
か
け
る
よ
う
、
議
会
か
ら
村
に

促
す
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
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い
ず
れ
も
議
会
か
ら
住
民
の
思
い
を
行

政
に
聞
い
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
、
請
願
の
採
択
に
賛
成
す
る
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
窪
田
尚
二　
議
員

　
今
回
、
馬
尻
山
に
建
設
を
計
画
さ
れ
て

い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
計
画
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て
、
結
論
を
出
す
に
は
時
間

が
少
な
く
、
今
は
賛
成
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
反
対
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
野
村
信
介　
議
員

　
村
内
の
多
く
の
人
達
が
ど
れ
ほ
ど
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
。「
村
が
条
例

を
正
し
く
理
解
し
、
遵
守
す
る
よ
う
促
し

て
ほ
し
い
」「
村
が
初
期
対
応
の
誤
り
を

修
正
し
、
県
に
も
対
応
す
る
よ
う
意
見
を

通
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
住
民
の
意
見
が

届
け
ら
れ
た
。
採
択
が
相
応
し
い
と
判
断

す
る
。

　
　
　
　
【　
　
そ
の
他　
　
】

▼
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断

固
抗
議
す
る
決
議
に
つ
い
て
（
全
会
一
致

で
可
決
）

  

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
国
際
社
会
に

お
け
る
平
和
と
秩
序
、
安
全
を
著
し
く
脅

か
し
、
国
際
法
違
反
、
国
連
憲
章
の
重
大

な
違
反
行
為
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
前

代
未
聞
の
暴
挙
に
断
固
と
し
て
抗
議
し
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
、
即
時

の
攻
撃
停
止
と
完
全
か
つ
無
条
件
で
の
ロ

シ
ア
軍
の
完
全
撤
退
と
国
際
法
に
基
づ
く

誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
強
く
求
め
る
た

め
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

　
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

▼
村
民
の
く
ら
し
と
福
祉
の
充
実
の
た
め

の
村
の
体
制
に
つ
い
て

１　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
や
抗
原
検
査

　
キ
ッ
ト
な
ど
の
希
望
者
へ
の
無
料
配
布

　
を
し
て
は
ど
う
か
。

２　
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
申
請
が
基
本
と

　
な
っ
て
い
る
。
相
談
体
制
を
つ
く
る
必

　
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３　
紙
お
む
つ
の
支
給
が
さ
れ
て
い
る
が
、

　
金
銭
で
の
支
給
な
ど
で
利
用
者
の
要
望

　
に
沿
う
よ
う
に
改
善
を
し
て
は
ど
う
か
。

４
夜
間
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
な
ど
の
要
望
が
出

　
さ
れ
て
い
る
。
対
応
を
検
討
し
て
は
ど

　
う
か
。

５
以
上
の
こ
と
を
前
進
さ
せ
る
上
で
、
村

　
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
充
実
と
処

　
遇
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
感
染
不
安
を
感
じ
る
無
症
状
の
住
民
に

対
し
、
県
は
指
定
す
る
薬
局
等
で
無
料
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、
村
に
お
い
て
も
案

　
現
在
、
旧
東
豊
・
西
豊
・
北
野
小
学
校

の
利
用
状
況
は
、
残
念
な
こ
と
に
全
体
の

１
部
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

・
再
利
用
の
目
的
。

・
再
利
用
の
条
件
。

・
再
利
用
の
具
体
的
な
形
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
各
施
設
と
も
目
的
を
も
っ
て
活
用
し
て

お
り
、
今
回
、
教
育
施
設
と
し
て
の
枠
を

外
し
、営
利
を
目
的
と
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
、

シ
エ
ア
ハ
ウ
ス
、
個
人
起
業
の
拠
点
や
貸

館
事
業
、
福
祉
施
設
や
厚
生
施
設
な
ど
活

用
の
幅
が
広
が
っ
た
。
各
施
設
を
大
切
に

有
意
義
に
活
用
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
・
情
報
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
す
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

▼
上
津
ダ
ム
に
つ
い
て

　
上
津
ダ
ム
の
水
が
十
分
活
用
さ
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
。
以
下
の
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
。

１　
水
道
水
源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て

２　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
活
用
に

　
い
て

３　
水
質
汚
濁
防
止
及
び
水
質
改
善
に
つ

　
い
て

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
新
た
に
取
水
量
を
増
や
す
な
ら
ば
、
国

土
交
通
省
や
構
成
自
治
体
と
の
変
更
協
議

や
、
新
た
に
権
利
を
得
る
た
め
、
莫
大
な

内
し
て
い
る
。
ま
た
波
多
野
診
療
所
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
導
入
し
、
身
近
な
医
療

機
関
で
検
査
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
現
在
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
中
、
ま
ず

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
防
災
ア
プ
リ

を
活
用
す
る
た
め
、
シ
ニ
ア
世
代
向
け
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
し
、
併
せ
て

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
も
努
め
て

い
く
。

　
現
在
、
紙
お
む
つ
等
を
受
給
者
宅
に
配

送
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
今
後
も
受
給

者
家
族
の
負
担
軽
減
も
踏
ま
え
、
配
送
に

よ
る
支
給
は
継
続
し
、
よ
り
受
給
者
の
状

態
に
応
じ
た
も
の
を
届
け
て
い
く
。

　
夜
間
の
訪
問
介
護
に
つ
い
て
は
、
需
要

が
あ
る
も
の
の
村
独
自
で
の
体
制
整
備
や

村
外
事
業
所
の
誘
致
・
参
入
に
は
時
間
を

要
す
た
め
、
既
存
の
社
会
資
源
を
有
効
活

用
し
な
が
ら
、
村
に
即
し
た
体
制
整
備
を

検
討
す
る
。

　
令
和
４
年
度
中
に
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
大
和
会
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
の
需
要
に

沿
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
並
び
に
相

談
体
制
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
　
田
和
子　
議
員

▼
旧
東
豊
・
西
豊
・
北
野
小
学
校
の
再
利

用
に
つ
い
て
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水
源
建
設
費
負
担
が
使
用
量
に
応
じ
て
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
安
定
か
つ
安
心
し
た
水
源
確
保
、
又
一

括
し
た
水
源
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、
負
担
軽
減
を
国
へ
要
望
す
る

た
め
の
協
議
を
県
と
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
る
。

　
湖
面
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
も
近

年
、
注
目
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
有
力
な

選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
。
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
電
力

系
統
に
依
存
し
な
い
、
自
立
・
分
散
型
の

災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
活

用
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
将
来
、
経
済
効

果
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

企
業
の
誘
致
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
し
て
推
進
し
た
い
。

　
次
に
、
水
質
汚
濁
防
止
及
び
水
質
改
善

策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
引

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ダ
ム
内
の
水

を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
水
質
保
全
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
農
業
用
水
の
活

用
を
図
り
効
果
的
な
水
質
保
全
に
努
め
て

い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
野
村
信
介　
議
員

▼
馬
尻
山
に
生
息
す
る
ク
マ
タ
カ
に
つ
い
て

▼
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
可
能
な

社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

１　
馬
尻
山
に
生
息
す
る
ク
マ
タ
カ
は
絶

　
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
メ

　
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
に
よ
っ
て
、
そ
の
生

　
息
域
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ク
マ
タ

　
カ
の
保
護
に
つ
い
て
、
村
の
考
え
は
。

２　
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
希
望
す

　
る
人
が
多
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
村
で
そ

　
の
願
い
を
叶
え
ら
れ
る
方
は
、
ご
く
僅

　
か
。
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
な
社
会

　
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
。村
の
考
え
は
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
村
内
に
生
息
・
生
育
す
る
希
少
野
生
動

植
物
を
村
民
と
協
働
し
て
保
護
し
、
村
民

共
有
の
財
産
で
あ
る
生
物
多
様
性
が
確
保

さ
れ
た
健
全
な
自
然
環
境
を
次
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、
捕
獲
や
採
取
を
防
ぐ

規
制
、
生
息
地
等
を
保
護
の
行
為
規
則
、

計
画
的
な
保
護
管
理
事
業
の
取
組
み
な
ど

を
定
め
た
条
例
の
制
定
を
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
医

療
と
介
護
が
連
携
し
て
包
括
的
か
つ
継
続

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
令
和
３
年
度

か
ら
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に

本
格
的
に
着
手
し
て
い
る
。
今
後
は
医
療

職
・
介
護
職
の
意
見
交
換
を
図
り
、
村
の

在
宅
医
療
・
介
護
の
充
実
に
向
け
た
方
向

性
の
検
討
、
課
題
の
抽
出
を
行
い
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
会
の
あ
ゆ
み

補正予算の内容 （単位：千円）

〇令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
【診療施設勘定】
　長寿社会づくりソフト事業費交付金県補助金の交付による財源の
組替え補正。

〇令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

新型コロナワクチン予防接種経費、住民基本台帳システムの改修、
介護保険特別会計への繰出金、地籍調査事業費等

補正前の額
3,579,979 169,912 3,749,891

補正額 計

〇令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

保険料等負担金の増額

補正前の額
63,180 800 63,980

補正額 計

〇令和３年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）

令和４年度継続費の補正

補正前の額
383,871 55,799 439,670

補正額 計

○令和３年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
【保険事業勘定】

居宅介護サービス給付費増額

補正前の額
621,861 12,000 633,861

補正額 計

広報やまぞえ　2022.5 10

（第１回定例会）　　議会だより



　やまぞえ小学校保護者の岡田和義さん（伏拝）よ
り、SDGsのバッジを小・中学校の全校児童生徒に
いただきました。SDGｓとは、「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）」の略
称です。やまぞえ小学校では主に４年生が環境問題
を中心に勉強し、学習発表会でも発表しました。
　また、山添中学校では、
１年生が、自分が優先的に
取り組みたいと思った「解
決すべき課題や問題」と、
それに対しての解決策を発
表しました。

SDGｓのピンバッジをいただきました

　ひまわり保育園とすみれ保育園で総勢14名の卒
園式が行われました。
　子どもたちにとって初めての集団生活であった
保育園、最初は不安や戸惑いもあったことと思い
ます。日々の生活の中で、お友達を思いやること
や協力し合う楽しさを知り、たくましく育ってく
れました。
　これからも、すこやかに成長し、大きく羽ばた
いていってくれることを願っています。

村内保育園で卒園式が行われました

　令和３年７月から山添中学
校敷地内に建設を始めた学校
給食センターが完成し、４月
11 日から給食の提供が始ま
りました。
　新学校給食センターは、ラ
ンチルームが併設されてお
り、そこからは調理の様子を
見学できる見学窓が設備され
ています。
　また、フルドライシステム
やオール電化を導入し衛生
面・環境面に配慮した施設と
なっています。
　今後は、山添村の食育の拠
点として子ども達へ安全安心
な給食を提供していきます。

バッジに
使われている色は、

17色あって
17の開発目標を
表しています。

＼新しい学校給食センターが完成しました／
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村のできごと



　

令
和
４
年
度

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
肺
炎
は
わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
５
位

（
２
０
２
０
年
）と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

日
常
的
に
生
じ
る
成
人
の
肺
炎
の
う
ち
約

３
割
は
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種
に

よ
り
、
肺
炎
の
発
症
予
防
や
重
症
化
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
定
期
接

種
）
は
、
年
度
毎
に
定
期
接
種
の
対
象
者

（※

）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
年

度
の
対
象
の
方
は
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年

度
の
対
象
の
方
に
は
、
４
月
に
案
内
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

▼
定
期
接
種
の
対
象
者

①
令
和
４
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

　
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に

　
な
る
方
で
、
過
去
に
高
齢
者
の
肺
炎
球

　
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い

　
方
。

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

　
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

　
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

　
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
や
ヒ
ト
免

　
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

　
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

　
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
定
期
接
種
の
対
象
で

な
い
方
が
接
種
を
受
け
た
場
合
（
任
意
接

種
）
に
下
記
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
の
で
保
健
福
祉

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
保
健
福
祉
課

任意接種について

▶

▶

▶

▶

▶

▶

対 象 者

対象ワクチン

助 成 金 額

申 請 方 法

必要なもの

そ の 他

接種当日に住民登録がある６５歳以上の方で、初め
て肺炎球菌ワクチンを接種する方
または接種後５年以上経過した方。
ただし、今年度の定期接種対象者、過去に定期接
種を受けた方、過去に任意接種での助成を受けた
方は、助成の対象外となります。
ニューモバックスNP（２３価肺炎球菌莢膜ポリサッ
カライドワクチン）
４，０００円　（医療機関で支払った料金との差額は
自己負担となります）
接種を受けた後、保健福祉課で手続きを行ってく
ださい。
「任意予防接種還付費用請求書」は保健福祉課の
窓口に備えています。
①領収書
　（接種したワクチン名が記載されているもの）
②印鑑
③振込先の通帳又は振込先が分かるもの
接種を希望する医療機関に事前に予約をしてくだ
さい。

健
康
・
福
祉
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役場の
直通番号ご案内

市外局番 ☎ 0743

今月の情報

information　…日時・期間 / 　…場所 / 　…内容 / 　…その他 / 　…申込み / 　…問い合わせ

総務課 85-0041
行政相談、人権相談、情報公開、
消費生活相談、議会、選挙、広報、
統計、消防、防災、防犯、
交通安全などに関すること

住民課 85-0044
戸籍、印鑑登録、住民票、村税、
介護保険料、国民健康保険、
諸証明、国民年金、福祉医療、
児童手当などに関すること

保健福祉課 85-0045
社会福祉、保健・予防事業、
生活保護、介護保険、
地域包括支援センター、保育園、
診療所などに関すること

環境衛生課　85-0047
簡易水道、下水道、公害、環境美化、
蓄犬、エネルギーなどに関すること

地域振興課　85-0048
商工業、観光、移住定住、
地域づくり、
ふるさと納税などに関すること

農林建設課　85-0046
農業委員会、農地・農業相談、
農林水産、地籍調査、道路、河川、
災害復旧などに関すること

教育委員会事務局  85-0049
学校教育、社会教育、社会体育、
生涯学習、文化財、
公民館などに関すること

山辺衛生センター  
山辺環境衛生組合

85-0253
浄化槽維持管理、し尿汲取り

財務会計室 85-0416
出納・会計などに関すること

総合政策課 85-0040
総合計画、地方創生、定住自立圏構想、
業務改革及びＤＸ推進、
企業版ふるさと納税、
重要施策の総合調整、村長の特命事項



▶血圧が１２０/８０mmHgを超えると、脳卒中や心臓病の危険性が高まります。

高血圧の危険度チェック
危険度チェックの数が多いほど、高血圧になりやすいので、生活習慣に注意が必要です。

□味つけがしっかりしているものが好き
□野菜や果物はあまり食べない
□日常生活で体を動かすことや、運動はほとんどしない
□お酒をたくさん飲む（１日１合以上、休肝日がない）

□血縁家族に高血圧の人がいる
□たばこを吸う
□肥満である
□ストレスがたまりやすい

☞
☞
高血圧の診断は、診察室血圧１４０/９０mmHg以上、家庭血圧１３５/８５mmHg以上です。
１２０／８０mmHgを超えると、脳卒中・心筋梗塞の危険性が高いことが分かってきました。
また、糖尿病・慢性腎臓病の合併があったり、喫煙していると、さらに危険リスクが高くなりま
す。生活習慣の改善によって、正常血圧に近づけることが望まれます。 

　高血圧の状態が続くと血管が硬く狭くなります
（動脈硬化）。高血圧は、ほとんど自覚症状がないた
め、放置しておくと更に血圧が上昇し、動脈硬化が
すすむという悪循環になり、脳卒中・心筋梗塞・腎臓
病などの重い病気になる危険性が高まります。　
県や村では、健康寿命を延ばすため、高血圧予防に
効果がある野菜たっぷり、おいしく減塩の取組みを
推進しています。
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税
・
保
険

広
　
告

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他

information 　…日時・期間 / 　…場所 / 　…内容 / 　…その他 / 　…申込み / 　…問い合わせ



▶血圧を下げるための有効な方法があります

①

②
③

④
⑤

⑥

食べる回数を減らす物　
麺類、パン、ねり物、ハム、干物など
漬物は箸休め程度に、１日１回まで
調味料の使用量に注意
ドレッシング・ケチャップ・
ソース・コンソメなども
減塩のものを選んで購入
スナック菓子などを食べ過ぎない
風味をプラス
酢・レモン・七味・
カレー粉・しょうがなど
隠れた塩にご用心
食品の栄養成分表示の｢食塩相当量｣
をチェック

コツコツ  減塩生活を実践

　肥満の方（ＢＭＩ２５以上※）は、３～４ｋｇ
の減量で血圧の低下が期待できると言
われています。また、食事量を減らすこと
で、食事からの塩分量を減らすことにも
つながります。

　※ＢＭＩ＝
　　体重(kg) ÷ 身長(ｍ)  ÷ 身長(ｍ)

体重管理も効果的

　運動は、血圧の改善につながります。
まずは、１日あと１０分プラス。日常生活
の中でできることを見つけることが、継
続の秘訣です。

プラス１０分体を動かす

　野菜・果物・大豆製品に多くの含まれる
カリウムが、ナトリウム（食塩）を体の外へ
排出することを助けます。
＊１日の果物の適量：バナナなら１本、
　りんごなら１/２個
※腎臓障害のある方でカリウムの摂取
　制限がある場合は、主治医に相談を。

野菜をたっぷり、果物は適量

　高血圧と喫煙が重なると心筋梗塞の
リスクが非常に高くなるため、特に注意
が必要です。
　禁煙外来での禁煙補助薬を使用すれ
ば、より「楽に」「確実に」禁煙が成功しや
すくなります。禁煙治療をした方の７８．５％
が、禁煙治療に成功したという報告があ
ります。

禁煙にチャレンジ

～まず食塩を１ｇ減らすことから～

５月３１日は世界禁煙デー・
５月３１日～６月６日は禁煙週間です

＜１日の食塩摂取量の目標＞
▶男性７．５ｇ、女性６．５ｇ未満
▶高血圧の方６．０ｇ未満
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information　…日時・期間 / 　…場所 / 　…内容 / 　…その他 / 　…申込み / 　…問い合わせ



　

会
計
年
度
任
用
職
員
を

　

募
集
し
ま
す

▼
業
務
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
作
業
、
書
類
整
理
な
ど

▼
応
募
資
格

　
一
般
事
務
職（
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
作
業
）

▼
募
集
人
数　
１
人

▼
任
用
期
間

　
令
和
４
年
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で

　
（
相
談
可
）

▼
勤
務
日

　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
週
５
日（
相
談
可
）

▼
雇
用
条
件

　
給
与
な
ど
に
つ
い
て
は
、
山
添
村
の
規

　
定
に
よ
り
支
給（
社
会
保
険
適
用
な
し
）

▼
休
日　
土
日
・
祝
日

▼
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
相
談
可
）

▼
応
募
方
法

　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
）
を
記
入

　
の
上
、
写
真
を
貼
っ
て
、
農
林
建
設
課

　
ま
で
持
参
ま
た
は
簡
易
書
留
な
ど
確
実

　
な
方
法
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限　
令
和
４
年
５
月
16
日（
月
）

　
午
後
５
時
15
分（
郵
送
の
場
合
消
印
有
効
）

▼
選
考
方
法　
面
接
口
述
試
験
に
よ
る

　
（
選
考
日
は
後
日
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
）

問　
農
林
建
設
課

　

令
和
４
年
度

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
職
員

　

採
用
募
集
案
内
【
前
期
】

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、 

令
和
５

年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
区
分

　
大
学
区
分
・
短
大
区
分
・
救
命
士
区
分

▼
募
集
案
内
詳
細
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
５
月
中
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
て
掲
載
予
定

http://w
w
w
.naraksk119.jp

問　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
人
事
企
画
課
人
事
係

　
　
　
　
☎
０
７
４
４

－

20

－

１
１
１
９

　

５
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

専
用
窓
口
（
予
約
制
）

　
５
月
の
休
日
及
び
開
庁
時
間
外
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
専
用
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

休
日
及
び
開
庁
時
間
外
の
交
付
及
び
申

請
サ
ポ
ー
ト
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
開
設
日
／
受
付
時
間

　
５
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
５
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

▼
場
所　
山
添
村
役
場
住
民
課

募
集
・
相
談

　

６
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
品

　

回
収
日
の
お
知
ら
せ

　
６
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
品
回
収
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
使
用
済
み
小
型
家
電
（
お
お
よ
そ
20
㎏

　
以
下
の
も
の
）
は
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご

　
み
に
出
さ
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
「
環
境
月
間
」、

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す

○
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

　
地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
人
の

暮
ら
し
の
中
で
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で

す
。
日
ご
ろ
の
生
活
を
見
直
し
、
身
の
回

り
の
で
き
る
こ
と
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取

組
み
ま
し
ょ
う
。

環
境
・
エ
コ

○
家
庭
で
で
き
る
取
組
み

 

・
テ
レ
ビ
を
見
な
い
時
は
電
源
を
消
す
。

 

・
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
は
こ
ま

　
め
に
消
す
。

 

・
エ
ア
コ
ン
使
用
時
は
室
内
28
℃
を
目

　
安
に
、
扇
風
機
も
併
用
す
る
。

 

・
冷
蔵
庫
の
開
け
閉
め
は
素
早
く
、
も

　
の
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
。

 

・
自
動
車
な
ど
の
運
転
は
、
エ
コ
ド
ラ

　
イ
ブ
を
心
が
け
る
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
動
物
愛
護
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
６

月
１
日
か
ら
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ブ

リ
ー
ダ
ー
で
購
入
す
る
犬
、
猫
に
は
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
購
入
の
際
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

に
所
有
者
情
報
な
ど
を
登
録
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、現
在
飼
っ
て
い
る
犬
、

猫
へ
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
は
必
須

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
一
逃
げ
出
し
た

り
、
迷
子
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
６
月
１
日
以
降
も
新
た
に
犬
を

飼
う
場
合
は
役
場
で
の
登
録
が
必
要
（
登

録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
）
で
す
。
必
ず

環
境
衛
生
課
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　
環
境
衛
生
課

▼
内
容　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

　
　
　
　

・
交
付
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

・
暗
証
番
号
の
再
設
定

　
　
　
　

・
電
子
証
明
書
更
新
手
続
き

　
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
お
い
て
も
、
住

民
課
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
交
付
申
請
用
の
写
真
を
ご
希
望

の
方
は
、
同
専
用
窓
口
に
て
有
料
（
１
０

０
円
）
で
撮
影
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
事
前
に
検
温

の
上
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
発
熱
の
あ
る
方
、
体
調
の
優
れ
な
い
方

は
、
来
庁
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
課

　

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人

権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動
を
し
て

い
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
様
々
な
分
野

の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広
め
、
地
域
の

中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
制
度
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
無
報
酬
で
す
が
、
現

在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町
村
（
東
京

都
に
お
い
て
は
区
を
含
む
。）
に
配
置
さ

れ
て
、
積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
が
組
織
す
る
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員

が
国
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在

と
し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

問　
法
務
局
に
お
け
る
常
設
相
談
所
の
全

国
統
一
電
話
番
号

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

　
Ｊ

－

ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

　

情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
は
、
地
震
等
の
災
害
や
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
な
ど
の
発
生
時
に
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
住
民
の
皆

さ
ま
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
へ
緊
急
時
に
迅
速
か
つ

確
実
に
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
、
左
記
の

と
お
り
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
18
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

▼
内
容　

村
内
６
カ
所（
峰
寺・春
日・広

　

瀬・三
ケ
谷・岩
屋・箕
輪
）
の
屋
外
ス

　
ピ
ー
カ
ー
と
各
家
庭
の
戸
別
受
信
機
で

　
訓
練
放
送
が
最
大
音
量
で
流
れ
ま
す
。

※

気
象・地
震
活
動
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、

訓
練
放
送
を
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　
総
務
課

　

焼
却
行
為
か
ら
の
火
災
が

　

多
発
し
て
い
ま
す

　
奈
良
県
内
で
は
焼
却
行
為
か
ら
の
火
災

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

枯
草
な
ど
に
火
が
着
き
や
す
い
状
況
が
続

く
こ
と
か
ら
屋
外
で
の
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

例
外
を
除
き
「
野
焼
き
」
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
例
外
と
し
て
焼
却
す
る
場
合
で
あ
っ
て

　
も
消
火
用
具
を
焼
却
前
に
確
実
に
準
備

　
し
て
く
だ
さ
い
。

○
乾
燥
注
意
報
発
表
時
、
強
風
時
は
焼
却

　
行
為
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
、
延
焼
拡
大
の

　
可
能
性
が
あ
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
焼
却
行
為
を
実
施
す
る
前
に
は
、
必
ず

　
を
消
防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
山
添
消
防
署

　
　
　
☎
85

－

０
３
０
４
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税
・
保
険

広
　
告

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他

information 　…日時・期間 / 　…場所 / 　…内容 / 　…その他 / 　…申込み / 　…問い合わせ



　

令
和
４
年
度

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
職
員

　

採
用
募
集
案
内
【
前
期
】

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、 

令
和
５

年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
区
分

　
大
学
区
分
・
短
大
区
分
・
救
命
士
区
分

▼
募
集
案
内
詳
細
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
５
月
中
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
て
掲
載
予
定

http://w
w
w
.naraksk119.jp

問　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
人
事
企
画
課
人
事
係

　
　
　
　
☎
０
７
４
４

－

20

－

１
１
１
９

　

５
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

専
用
窓
口
（
予
約
制
）

　
５
月
の
休
日
及
び
開
庁
時
間
外
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
専
用
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

休
日
及
び
開
庁
時
間
外
の
交
付
及
び
申

請
サ
ポ
ー
ト
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
開
設
日
／
受
付
時
間

　
５
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
５
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

▼
場
所　
山
添
村
役
場
住
民
課

▼
内
容　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

　
　
　
　

・
交
付
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

・
暗
証
番
号
の
再
設
定

　
　
　
　

・
電
子
証
明
書
更
新
手
続
き

　
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
お
い
て
も
、
住

民
課
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
交
付
申
請
用
の
写
真
を
ご
希
望

の
方
は
、
同
専
用
窓
口
に
て
有
料
（
１
０

０
円
）
で
撮
影
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
事
前
に
検
温

の
上
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
発
熱
の
あ
る
方
、
体
調
の
優
れ
な
い
方

は
、
来
庁
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
課

　

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人

権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動
を
し
て

い
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
様
々
な
分
野

の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広
め
、
地
域
の

中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
制
度
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
無
報
酬
で
す
が
、
現

そ
の
他

在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町
村
（
東
京

都
に
お
い
て
は
区
を
含
む
。）
に
配
置
さ

れ
て
、
積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
が
組
織
す
る
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員

が
国
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在

と
し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

問　
法
務
局
に
お
け
る
常
設
相
談
所
の
全

国
統
一
電
話
番
号

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

　
Ｊ

－

ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

　

情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
は
、
地
震
等
の
災
害
や
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
な
ど
の
発
生
時
に
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
住
民
の
皆

さ
ま
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
へ
緊
急
時
に
迅
速
か
つ

確
実
に
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
、
左
記
の

と
お
り
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
18
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

▼
内
容　

村
内
６
カ
所（
峰
寺・春
日・広

　

瀬・三
ケ
谷・岩
屋・箕
輪
）
の
屋
外
ス

　
ピ
ー
カ
ー
と
各
家
庭
の
戸
別
受
信
機
で

　
訓
練
放
送
が
最
大
音
量
で
流
れ
ま
す
。

※

気
象・地
震
活
動
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、

訓
練
放
送
を
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　
総
務
課

　

焼
却
行
為
か
ら
の
火
災
が

　

多
発
し
て
い
ま
す

　
奈
良
県
内
で
は
焼
却
行
為
か
ら
の
火
災

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

枯
草
な
ど
に
火
が
着
き
や
す
い
状
況
が
続

く
こ
と
か
ら
屋
外
で
の
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

例
外
を
除
き
「
野
焼
き
」
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
例
外
と
し
て
焼
却
す
る
場
合
で
あ
っ
て

　
も
消
火
用
具
を
焼
却
前
に
確
実
に
準
備

　
し
て
く
だ
さ
い
。

○
乾
燥
注
意
報
発
表
時
、
強
風
時
は
焼
却

　
行
為
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
一
度
に
多
量
の
焼
却
は
、
延
焼
拡
大
の

　
可
能
性
が
あ
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
焼
却
行
為
を
実
施
す
る
前
に
は
、
必
ず

　
を
消
防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
山
添
消
防
署

　
　
　
☎
85

－

０
３
０
４

「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を

発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」
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防災無線室

大会議室
中会議室

階段

　　▲
現在地

相談室
3-1

応接室

村長室

階段

会議室

教育長室

教育委員会
事務局

9
総合政策課

8
総務課
7

行政機構の一部を
　　　見直しました
　令和４年４月より機構改革と
して、新たに総合政策課を設置
しました。
　また、それに伴い、役場庁舎
３階の配置も右図のとおり変更
しました。スピード感をもって
サービス向上に努めてまいりま
すのでよろしくお願いします。

人 事 異 動 ４月１日付、村職員及び村内教職員の異動についてお知らせします。

上 脇 　 力
馬 塲 宏 樹
椋 本 泰 明

昇格
昇格

総務課長
教育委員会事務局長
総合政策課長

教育委員会事務局長
住民課長補佐
総務課政策調整室長

◆課長級

辻 元 美 紀
東　浦　美貴子 昇格

ひまわり保育園
さくら保育園

さくら保育園
ひまわり保育園

◆主幹級

山 村 拓 也
松 井 直 也
今 西 貴 哉
桝 井 祐 志
廣 　 幸 多
西 岡 佑 剛
北 村 亜 樹
坂 本 萌 衣
津々路　淳　詞
仲 川 博 光
久保田　弘　子
仲 子 秀 彦
政 辺 和 哉
鬼 澤 陽 人
寺 本 雅 也
森 山 絢 子

新採用
新採用
新採用
新採用
新採用
新採用
新採用
新採用
新採用
新採用

財務会計室
地域振興課
総務課
住民課
総合政策課
農林建設課
総務課
総合政策課
住民課
住民課
保健福祉課（保健師）
保健福祉課
すみれ保育園（保育士）
環境衛生課
農林建設課
教育委員会事務局

環境衛生課
総務課（奈良県人事交流）
住民課
農林建設課
総務課政策調整室
保健福祉課

◆一般職級

井ノ尾　正　樹

山　中　美和子
吉 矢 真 起
井 上 有 貴

昇格
昇格
昇格

保健福祉課長補佐
山添村国民健康保険診療所事務長
さくら保育園長
教育委員会事務局長補佐
総合政策課長補佐

総務課長補佐

ひまわり保育園
教育委員会事務局
総務課

◆課長補佐級

（総務課長）
（総務課参与）
（総務課）
（保健福祉課〔保健師〕）
（財務会計室）
（総務課政策調整室）
（農林建設課）
（さくら保育園長）
（すみれ保育園）

中 岡 　 寛
柴 田 新 司
大 門 寿 一
東　田　まゆみ
南 浦 　 藍
雪 岡 志 保
青 木 智 子
前 川 弘 恵
平 田 妙 子

◆退職（令和４年３月３１日付）

（地域振興課）　　　中 尾 厚 博
◆人事交流（令和４年３月３１日付）

派遣研修終了につき奈良県へ
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■
花
の
陽
気
が
北
へ
北
へ
と
駆
け
上
が
り
、
冬
鳥
た
ち
は
ど
こ

を
目
指
し
て
帰
る
の
か
。
古
来
よ
り
そ
の
別
れ
を
惜
し
み
、
多

く
の
句
や
歌
が
詠
ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
辺
り
は
何
時
し
か

夏
鳥
の
季
節
で
す
。

　
山
の
辺
や
風
よ
り
下
を
行
く
燕
（
来
山
） 

山
添
俳
句
教
室
〔 

三
月
句
会
よ
り 

〕

村
手 

圭
子
選

今
西
眞
佐
男

尾
上　

正
典

神
田　

幸
子

田
畑　

茂
代

中
島
ミ
ツ
子

西
岡
た
か
代

渕
脇　

逸
郎

松
尾　

忠
子

向
井　

弥
栄

椋
本　

房
江

村
手　

圭
子

耕
さ
れ
峡
は
黒
々
輝
け
り

縄
文
の
遺
跡
の
傍
へ
花
筵

菖
蒲
の
芽
見
ゆ
る
隠
る
る
水
ﾅ
面
か
な

三
山
を
見
は
る
か
す
丘
鳥
雲
に

踏
青
や
大
地
の
匂
ひ
つ
い
て
き
し

遥
か
な
る
湖
の
青
か
れ
鳥
帰
る

枝
垂
れ
梅
己
の
位
置
を
包
む
か
に

樹
か
ら
樹
へ
枝
か
ら
枝
へ
囀
れ
る

春
の
雲
白
雲
解
け
つ
つ
流
れ

侘
助
の
樹
下
円
陣
の
落
椿

石
舞
台
我
ら
小
さ
く
鳥
雲
に

う
み

さ
え
ず

　
教
育
長
退
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
久
保　
良
隆

　
こ
の
度
、
３
月
末
を
持
ち
ま
し
て
教
育

長
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
30
年

よ
り
４
年
間
本
職
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
山
添
村
は
、
16
年

間
山
添
中
学
校
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
、
そ

し
て
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
た
大
切
な
場
所
で
す
。
そ
の
よ

う
な
村
で
、
教
育
長
と
し
て
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た

く
幸
せ
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
微
力
な
私
で
あ
り
ま
し
た
が
、

本
村
の
教
育
充
実
に
向
け
、給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
な
ど
関
係
者

の
皆
様
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学

び
の
た
め
の
教
育
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
山
添
村
で
生
ま
れ
暮
ら

し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
を
地
域
全
体
で
大
き
く
育
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
山
添
村
の
益
々
の
繁
栄
と
、

本
村
教
育
の
更
な
る
充
実
発
展
、
そ
し
て

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
住　
寿
弘

　
目
に
青
葉
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
西
久
保
良
隆
前
教
育
長

の
後
任
と
し
て
職
を
拝
命
し
、
４
月
１
日

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
自
身
こ
の
よ

う
な
大
役
を
前
に
そ
の
重
責
に
日
々
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
学
校
教
育
を
は
じ
め
地

域
の
社
会
教
育
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
あ

る
い
は
文
化
財
の
保
護
・
活
用
お
よ
び
人

権
教
育
の
推
進
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
業

務
を
所
管
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
本
村

は
人
口
の
減
少
と
少
子
化
の
真
っ
只
中
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
自
然
災
害
や

コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
と
す
る
予
測
困
難
な
社

会
で
は
さ
ら
に
様
々
な
問
題
が
顕
在
化
し
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
甚
だ
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
最
善
の
努
力
を
も
って
諸
課
題

に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
、
皆
様

方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

梶　野　修次郎
藤 原 明 子
太田垣　美　香
阪 本 孝 之
粟 野 　 晋
上 田 泰 寛
大 浦 宏 明
和 田 正 伸

御杖小
田原小
済美小
鳥見小
任期満了
教育研究所
退　職
奈商工高

教頭
教諭
教諭
教諭
教諭
教諭
校長
教諭

伊　藤　貴代志
袖 川 彩 夏
山 本 　 澪
安　東　万瑠花

浦 西 将 介
倉 田 嘉 人
日野山　虹　太

治道小
済美小
桜井西小
椿井小

高円高
教育研究所
新　採

教頭
教諭
教諭
教諭

教諭
校長
教諭

◆教職員 （令和４年４月１日）
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村
内 イベントカレンダｰ 5月

カ
レ
ン
ダ
ー
の

　
　
　
　
　
見
方

緑色の欄は役場が休みの日です。
「リサイクル物品回収日」・「粗大・有害ごみ収集日」中の「①」「②」はグループが分かれていること
を表しています。該当グループの確認は環境衛生課発行の「家庭ごみの分け方・出し方」のポスター
でご確認ください。
㊫は公民館事業の「生涯学習教室」を表しています。※名称が長い教室名は略称を使用。
上記掲載の催しは、新型コロナウイルスの影響により、中止または延期になる可能性があります。
予めご了承ください。詳しくは、各種問い合わせ先へお問い合わせください。

村主催の催しや、リサイクル物品などの回収日などを１カ月分のカレンダーにまとめました。
皆さまの予定なども書きこんでいただき、自分だけのカレンダーとしてご活用ください。
各種詳細は、本紙該当ページや「家庭ごみの分け方・出し方」ポスターをご覧ください。

◇
◇

◇
◇

4/25

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

6/5

4/30

7

14

21

28

6/4

4/29

6

13

20

27

6/3

4/28

5

12

19

26

6/2

4/27

4

11

18

25

6/1

4/26

3

10

17

24

31

人権相談・
　　行政相談

すくすく広場

すくすく広場

※憲法記念日 ※みどりの日 ※こどもの日

㊫健康のための
　運動（波多野公）

㊫和太鼓教室
   （東山公）

㊫読書会
   （東山公）

㊫ヨガ＆フラダンス
   （東山公）

㊫春の山野草の
　鉢植え
   （豊原公）

かすががーでん
お茶作り体験

㊫山添村スケッチ
　教室 （波多野公）

㊫クッキング
　 （波多野公）

リサイクル物品
回収日①

㊫ハート型の
　ベリーリースを
　作りましょう
 （東山公）

㊫かぎ針編み教室
 （東山公）

㊫ハンドメイド
　スクール
 （波多野公）

㊫毛筆に親しもう
 （東山公）

健康
ウォーキング
（上津）

～5/8
神野山フェス
　　　2022

固定資産税
軽自動車税
納期限
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その他、具体的な取り組み
については、伊賀市ホーム
ページをご覧ください。
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村の人口
〔令和4年 3月末現在 ( ) は前月比〕

人　口：  3,273 人
男　性：  1,573 人
女　性：  1,700 人
世帯数：  1,336 世帯

（ －18）
（ －10）
（ －８）
（ 　０）

出　生：  
死　亡：
転　入：
転　出：

山添村に住所がある人の動きを
表しています。

１人
１２人
１１人
１８人

３月中の移動

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
申
請
は
お
早
め
に

　
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
左
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
、

住
民
課
で
も
発
行
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法
、
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

https://w
w
w
.kojinbango-card.

go.jp/kofushinse-yubin/

問　
住
民
課

「 電話口　お金の話　それは詐欺 」

「 鍵掛実践　～家も、車庫も、乗り物も～ 」

62 ー 0110

合言葉で

犯罪を未然に防ぎましょう

　
毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

　
人
権
相
談
・
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

▼
日
程　
５
月
11
日
（
水
）

▼
時
間　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
役
場　
会
議
室
１

－

４

問　
総
務
課

　
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
・

　
行
政
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎
人
権
相
談

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

　
奈
良
地
方
法
務
局

◎
行
政
相
談

　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

問　
奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

① ②

③ ④

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
申
請
は
お
早
め
に

　
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
左
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
、

住
民
課
で
も
発
行
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法
、
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

https://w
w
w
.kojinbango-card.

go.jp/kofushinse-yubin/

問　
住
民
課

　

今月の村税納期限を
お知らせします

納期限 ５月３１日
期限までに納めましょう。

◎固定資産税
◎軽自動車税



広
報
や
ま
ぞ
え
5
月
号

（
令
和
４
年
5
月
１
日
発
行
）

N
o.667

今月の表紙の裏話

山
添
分
校

４
月
11
日

４
月
７
日

４
月
８
日

や
ま
ぞ
え　

  

小
学
校

山
添
中
学
校


